
１　地域の将来像

　本地域はさがみ縦貫道路や津久井広域道路の整備により、広域的な交流拠点として
の更なる発展の可能性が高まっていることから、東部においては様々な交流・活動の
場となる中心市街地の活性化を図るとともに新しい拠点づくりに努め、西部において
は地域特性を生かした観光や芸術などを通じてやすらぎと憩いの場を提供していくこ
とが必要です。
　このため、広域交流拠点としての機能の充実を図りつつ、水源地域を保全・活用し、
豊かな自然環境と共生した都市基盤の整備や産業の振興を推進することにより、自然
と産業が共存する活力ある地域として更に自立した都市づくりを進めるとともに、住
民一人ひとりが主体となり、将来にわたって安心して質の高い市民生活を実現できる
まちづくりを目指します。
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資料：県勢要覧〔平成１６年度版〕神奈川県企画部統計課
（相模原市は旧津久井町 ､ 旧相模湖町を含み ､ 行政界変更に伴い修正している）
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７１７，９８５７１１，３７９６９７，５８６地域合計
（１市２町）

９１，８４０
（１２．８％）

９６，８８３
（１３．６％）

９８，７５６
（１４．１％）年少人口

４６２，５５１
（６４．４％）

４８１，７７７
（６７．７％）

４９９，３１１
（７１．６％）

生産年齢
人口

１６３，５９４
（２２．８％）

１３２，７１９
（１８．７％）

９９，４６９
（１４．３％）老年人口

（注）（各年１月１日現在）
平成１７年の相模原市の人口には旧津久井町及び旧相模湖町の人口を含む。

〈参考〉平成１７年国勢調査速報値（１０月１日現在）７０１，５６８人（１市２町合計）
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平成２２年
（２０１０年）

平成１７年
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６８５，６２５６７８，０３０６６３，４６４相模原市

 ８７，８９４ ９２，６６８ ９４，２５３年少人口

４４３，０６４４５９，９９０４７５，５４０生産年齢人口

１５４，６６７１２５，３７２ ９３，６３４老年人口

 ２３，５１９ ２３，５８２ ２３，３４４城山町

　３，１７９　３，２６４　３，２３０年少人口

 １４，２２３ １５，５８３ １６，７３３生産年齢人口

　６，１１７　４，７３５　３，３８１老年人口

　８，８４１　９，７６７ １０，７７８藤野町

　　７６７　　９５１　１，２７３年少人口

　５，２６４　６，２０４　７，０３８生産年齢人口

　２，８１０　２，６１２　２，４５４老年人口

■将来人口の推計：単位（人）
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　この計画は、相模原市・藤野町合併基本計画と相模原市･城山町合併基本計画（素案）を集約し、相模原市と城山町、藤野町の１市２町
が合併した場合のまちづくり計画としてまとめたものです。なお、相模原市･城山町合併基本計画（素案）については、５月２２日まで住民
の皆様のご意見を募集していますので、この合併まちづくり計画を参考に、ご意見をお寄せ下さい。詳しくは、５面をご覧ください。

２　まちづくりの考え方

　地方分権時代にふさわしい新市を創っていくためには、合併による行政区域の拡大
に伴い、地域に根ざしたきめ細かなまちづくりを進めることが今まで以上に必要にな
りますが、都市を経営するという視点に立って、協働と分権によるまちづくりを進め
るとともに、効率的・効果的な行財政運営を推進することが不可欠です。
　このため、市民一人ひとりが主体的にまちづくりに関わることによって、地域コミ
ュニティやまちづくりを担う多様な主体の活性化を図り、都市内分権を進めることが
重要です。また、市政の計画・実施・評価のすべての段階における市民参加を促進し、
市民のニーズが的確に反映された、市民の満足度を高める施策の展開が求められます。
さらに、民間活力の積極的な導入やＩＴ化の推進、事務事業や組織体制の見直しなど、
最少の経費で最大効果のサービスを提供していく必要があります。

３　将来都市構造

　各市町の持つ地域特性を活かし、今まで進められてきたまちづくりの経緯を踏まえ、
地域における様々な活動や交流の場としての拠点の形成や、拠点間の連携を図るネッ
トワークの形成を進めることとします。また、このことにより、より一層活力ある地
域として多核・多拠点型の都市づくりを目指します。

（１）中心市街地としての都市の核
　橋本、相模原、相模大野の各駅周辺地域については、都市の核であり、中心市街地
として商業、業務、文化などの都市機能の集積が図られています。今後とも、相互の
連携を図りながら交流・都市活動の場となる各拠点とも連携し、中枢業務やコンベン
ション機能などの高次都市機能の集積をより一層進め、魅力の向上を進めることとし
ます。

（２）多様な拠点
　多種多様な拠点の整備を進めるとともに、それぞれの拠点の有機的なネットワーク
化を図り、各拠点の連携、相互補完による地域の一体性の強化を目指します。
①新たなまちづくりの拠点　麻溝台・新磯野地区、当麻地区
②新たな産業の拠点　大島・小倉地区、串川地区、内郷地区
③観光交流拠点　相模湖周辺
④自然ふれあい拠点　奥相模湖、宮ヶ瀬湖、木もれびの森
⑤芸術と憩いの拠点　名倉、牧野地区

（３）交流を支える都市軸とゾーン
　地域の一体性の強化と均衡ある発展のため、都市構造上の骨格となる都市軸の形成
を目指します。
　また、都市的な土地利用の進む相模原地域は「くらしとにぎわいのゾーン」、水源
地域を抱え豊かな自然環境を持つ津久井地域は「うるおいといこいのゾーン」として
位置付け、それぞれの特性を生かした多核・多拠点型の都市構造の形成を目指します。
①交通軸
　ア　広域交通網の充実
　　　さがみ縦貫道路や国道などの整備促進、リニア中央新幹線の駅の誘致、小田急
　　多摩線や京王相模原線の延伸の促進
　イ　市民生活に密着した交通網の充実
　　○幹線道路網の充実（津久井広域道路・都市計画道路の整備、（仮称）下九沢大
　　　島線の具体化）
　　○公共交通網の充実（バスネットワークの強化、新しい交通システムの検討）
②みずの軸　相模川、道志川
③みどりの軸　横山丘陵、相模川沿いの斜面緑地
④「水源の森」ゾーン　丹沢大山国定公園
⑤みずとみどりのレクリェーションゾーン　相模川・道志川の流域、城山湖・津久井
　湖・相模湖の周辺、宮ヶ瀬湖から城山にかけての地域、県立陣馬相模湖自然公園周
　辺
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～森が育む水の力　水がそだてるまちの力

　　まちにいきづく人の力　地域の力と魅力を活かしたまちづくり～

■人口の推移（１市２町）

年少人口� 生産年齢人口� 老年人口� 高齢化率�

８０万�

７０万�

６０万�

５０万�

４０万�

３０万�

２０万�

１０万�

０�

１００�

９０�

８０�

７０�

６０�

５０�

４０�

３０�

２０�

１０�

０�

人
口
（
人
）�

高
齢
化
率
（
％
）�

Ｓ６０� Ｈ２� Ｈ７� Ｈ１２� Ｈ１７� Ｈ２２� Ｈ２７�

藤野町
城山町

相模原市 相模原市

八王子市

東京都


